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Summary 
1n 1719， a measurement of the height of Mt. Gassan and Mt. Chokai was carried out by the Shonai 
clan. The details of the methods and techniques of this measurement， however， have not been known 
wel. Moreover， much wrong information about this measurement have handed down. 
1n the early 18th century， plenty of new paddy fields were developed al over Japan as well as Sho 
nai Plain. The author has been studying the techniques which were used in agricultural engineering， 
especially the development and the irrigation of paddy fields in thos巴olddays. 1n this paper， the new 
knowledge concerning measurement techniques used in "The measurement of the height of Mt. Gassan 
and Mt. Chokai carried out by the Shonai clan in 1719" is shown. 
1.まえがき
天保14年(1843)に出版された山崎美成の r世事百談』













































































































































① 『明治以前日本土木史』 石を立てさせ，方位を測定させた.これによ ると，鶴岡





の中で，政栄と [測量]を次のよ うに紹介している. 百四十七丈三尺一寸二分，月 山は五百三十七丈五尺九寸
「政栄は単なる和算の理論家たるに止まらず，実行者 八分と なっているが，何れも海抜ではなく ，月 山は櫛引
である，即ち享保四年月山及び鳥海山の高さを丈量して 通り勝福寺村よ り，鳥海山は荒瀬郷新田目村からとなっ
居るが，こは実に我が国に於ける高山浪IJ定の鴨矢である ている}5)
事は特筆大書すべき所である， これに関し酒井政記には ⑧ 『山形の算数ものがたり」
次の如 くに記して居る .1以下，wi酉井家世紀」よりの引 「山形の自然と算数」の章で，小学生を対象に，中村
用文を省略I}2) 政栄と[浪IJ量]を紹介し， その測量方法を解説している
なお，池田龍蔵が収集した中村政栄に関する資料は 16) 内容は rw章」で詳述するが，おそらく ，[測量]
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享保4年の庄内藩による月山・鳥海山の測量について 桑原 77 






B C= 102里 150歩 184500尺 55.91km
1丈ニ10尺， 1歩=6尺， 1里=300歩i
そして rうらJ の二行目から三行自にかけての高さ



















C D= 300 間 545.5m 
C G= 50 間 90.91m







































































































③ 『量地図説J 1甲斐駒蔵， 嘉永5年(1852)刊143)
④ 『測量集成初編J 1福田理軒，安政3年(1856)刊140)
⑤ 「量地幼学指南~ I中国為知，安政4年(1857)刊143)
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